たゾ、 それが 春であった がた めに —— あ、、 わたし は、 

今日！ 一体、 これ は 何時の 年の 春だった かしら？ 

(July 1930) 



机に 頰杖 をして、 ぼんやりして ゐ ると 眼の 前の 腰 窓 

がそつ と 開いて、 冬 子の 顔が 現れた。 

「兄さん を 知らない？」 

「寝て ゐ るよ。」 

私 は 左手の 襖 を 指さした。 

「兄さん！」 

冬 子の 疳高い 声が 隣り の 部屋に 聞え た。 



—— 縁側に 立 つ てゐ るの らし い。 

「兄さん！」 

「 」 

「用が あるの よ。 もう 直ぐにお 午 だってえば！ 

—— 噓 つき！ 不眠症 だなん て —— 」 

「 」 

暫くた つて、 襖 を あけて D が 私に 訊ねた。 

「冬 子 はもう 帰った か 知ら？」 

「用が あると 云って ゐ たらしかった ぜご 

D は 双眼鏡 を 手に して、 窓枠に 昇って 海辺 を 見渡し 

た。 



「居る/ \、 あんなと ころに 」 

私 も 見る と 冬 子 は、 無帽の 洋服 を 着た 青年と 砂地に 

腰 を 降して 並んで ゐる。 

rY だら う、 あれ は？」 

「うむ！」 

と D は頰 笑んだ。 

頭から 毛布 を かむ つて D と 私 は 縁側に 日向 ぼ つ こ を 

しながら、 互 ひに 分別 あり 気な 会話 をと り 交した。 

rs ちゃん、 何う したら 好いだら うね、 若し 冬 子が Y 

と 結婚す る 気 だったら？」 

「冬 ちゃんが 君に そうい ふ 許し を 乞 ふの か？」 



私が、 海辺の 書斎へ 行かないで 昼寝 をして ゐ ると、 

D が 来て 散歩に 誘った。 

「仕事 は 何うな の？」 

「また 途中で 嫌に なって しまって ね ご 

私が 町中 を 歩く の を 嫌がる と、 D は、 電車に 乗って 

吾 家へ 行かう とす ゝ めた。 私 は、 通りが ゝリの 書店で 

金 を 借りて 自動車で 行く ことにした。 麗 かな 日和で あ 

つた。 私 は、 もう 屹度 菜の 花が 咲いて ゐ るに 違 ひない 

畑の 間 を、 D の 村へ 行く 一直線の 街道 を、 疾走す る 快 

を 想った ので ある。 

「俺 はもう 一 週間 も 帰らなかった よご 



「何処に 居た のさ？」 

「君の、 むかう の 部屋に 寝たり ：：： 」 

「ずっと！」 

「東京に も 行って ゐ たが …… 」 —— 「君の 洋服 を 着て 

行った ぜ、 少し 窮屈だった が。 —— どうも 冬 子が 苦手 

だ ご 

「Y は此頃 君の 家に 泊って ゐる のか？」 

「泊って ゐる かも 知れない ご 

—— D は 続けた。 —— 。 

「 … … でも 悪い 心配 はな いんだが ね、 冬 子の こと だか 

ら。 



—— Y は 仲々 卒直な 芸術家 肌の 男らしい ね。 いっか 

俺に 向って、 いきなり 自分 はもう 学校が 嫌に なった か 

ら 君の 家に 置いて 呉れない か、 生家と は此頃 一切 音信 

不通 だなん て 云って ゐ たが —— 」 

「あいつ は 仲々 愉快 だよ。 そして、 云 ふこと に 微妙な 

甘味 を 持って ゐ るね。 あいつに は 相当 乱暴に 振舞 はれ 

て も 何だか 俺 は 悪い 気 はしな いんだが ね、 恋愛 沙汰と 

なると 少々 妬け るな ご 

と 私 は 息 を 荒く した。 そして 斯んな こと を 云った。 

「俺 は 女の 友達なん て 云 ふ もの を 持った こと はない が、 

そして 女の 批評眼 を 持たない が、 冬ち やん は 尊敬に 価 



する 美人 だと 思って ゐ るよ。 Y が 学校が 嫌に なった な 

ど 云 ふの も 無理 はない よ、 他に 理由なん て ある もの か、 

Y の 奴 は 冬 ちゃんに 惚れた のに 違 ひない ご 

「厭な こと を 云 ふな あ！」 

「Y なら あきらめる ご 

と 私 は 眩いた。 

「ほんとう か？」 

と D は、 熱い 手で 私の 手 を 握った。 

「さう なれば、 Y が 学校へ 行く 位の 間の ことなら 一 切 

俺が 引きう けた つ て 何とかなる だら うと 思 ふんだ ご 

「それ は 好い ご 



と 私 はうな つた。 

街道 を 行き 尽 して、 鎮守の森 を 迂回しながら D の 村 

へ 差し か ゝ らうと する 馬頭観音の 前で 冬 子と Y に 出 遇 

つた。 私と D は 思 はず 気 拙い 思 ひに 打 たれて 愚鈍な 眼 

を視 合せた。 

「あら、 兄さんが！」 

「とう/ \ つかまった ご 

と Y が 云 ひ 放った。 

二人 は 自動車に 馳け 寄らう とした。 D は、 私の 耳に 

口 をよ せて 「何だか 俺 は 彼等に 面と 向って 口 を 利け さ 

う もない。 君、 ー処に 逃げて 呉れない か？」 と訴 へた。 



「あの 二人に つかまらな いうちに 引返して 呉れ ご 

と 私 は 運転手に 告げた。 —— だが、 車が 廻り 切れな 

いうちに、 冬 子が 先に 乗り込んで、 でも 関 はず 走り出 

さう とすると Y は 座席の 外に 飛び乗って ゐた。 

「兄さん は、 あたし 達の 結婚に 就いて S ちゃんに 相談 

して ゐ るんだ つて？ それで、 S ちゃんの 返事が 仲々 

決らない ので、 あたし 達から 逃げ 廻って ゐ るんで すつ 

て！ S ちゃん も、 S ちゃん ぢ やない の —— 随分 馬鹿 

気て ゐる わね。 …… 何とい ふ 邪推 深い 人達なん でせ 

う！」 



「僕 は、 弱った な あ！ く！」 

Y は、 哄笑 をまぢ へて それば かり を 繰り返して ゐ た。 

私と D は 共に、 喰 ひ 過ぎた 人の やうに 後ろに そって 

幌の 天井 を 眺めて ゐた、 一 言 もな く —— 。 

「 」 

「変な 人達 だ わね！ あたし、 あきれて しまった わ I 

I」 

町 は づれの 私の 書斎の ある 家の 前で 車が 止ら うとし 

た 時、 私が 云った。 

「うちに 入った つて 仕様がな いから、 このま、、 もつ 

と 走って 貰 は うぢ やない か。 熱 海の 方へ 行く 道 は、 今 



日 あたり、 斯んな 天気 ぢゃ 定めし 眺めが 佳いだら うと 

思 ふが —— 。 Y 君 は 未だ 彼方 を 知らないと 云って ゐた 

ぢ やない か？」 

そこから 私の 妻 も 加 はった。 



俺達 は 少々、 何う かして ゐ るの かしら？ 陽気の 加 

減で —— 。 

と D が、 そっと 私の 耳に 口 を 寄せて さ、 やいた。 

私に は、 それが また 難問題だった。 

自動車 は、 波 を 遥かの 脚下に 見 降しながら、 巧みに 

曲リ 曲り して 素晴 しい 崖 道 を 走って ゐた。 —— 私 は、 



底本 ： 「牧野 信 一 全集 第三 巻」 筑摩 書房 

2002 (平成^:) 年 5 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「作品」 作品 社 

1930 (昭和 5) 年 8 月 ー 日 発行 

初出 ： 「創作 月刊」 文藝春秋 社 

1928 (昭和 3) 年 4 月 ー 日 発行 

入力 ： 宫元淳 一 

校正 ： 門 田裕志 

2 010 年 7 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



